
【取組内容】 ①「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実にむけて

～スプレッドシートを用いて進捗状況の共有・めあてふりかえりの他者参照～

春日井市立押沢台小学校（愛知県） 【協力校】

様式Ⅰ-１

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

自分自身の進捗状況を見える化するためにスプレッドシートを活用し
た。自分以外の進捗状況も見られるため、先に進んでいる児童に分から
ないことを相談しに行ったり、進度が同じぐらいの児童と話し合ったり
といった協働的な学びを促すことができた。さらに、担任も児童の進捗
状況が把握できるため、適切なタイミングで支援をする手立てとなった。

他者参照

進捗状況の共有

自らが立てためあてと、それに対するふりかえり
をスプレッドシートの１枚のシートで見られるよう
にした。他者参照もできるため、何を書けばいいの
か困る児童の支援にもなっている。
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